
四十をすぎて，初めての子を授
かりました．よし，俺もイクメン

だ！と育児休業中の妻をあれやこれやと手伝ったのです
が，あえなく失格の烙印を押されました．そもそも「手伝
う」という言葉がまずいことを知りました．
そこで，子の日々の成長をじっくり見ることにしまし
た．自分自身の記憶を辿っていくと，古タイヤの中で大人
の靴を持ち上げるという２～３歳頃の出来事に到達しま
す．子の成長を観察することで，己の生育歴ひいては人間
の来し様に想像を巡らせる営みを始めました．
観察し続けて気づいたのは，やはり人間は動物だという
こと．産まれてすぐの頃によく見せたモロ反射．突然指揮
者のように両腕をジャジャーンと前に伸ばします．３～４
ヶ月のころ，夕方になると何の理由もなく泣き始める黄昏
泣き．あれこれ試した苦労の末，抱っこしながら歩き続け
ることで泣き止むことを見つけました．これは輸送反応と
呼ばれているようで，人間が外敵から逃げるとき，赤ちゃ
んも協力して静かにしてくれるのかもしれません．

自分の子のこうした本能的な動作は，見るたびに，この
子はどこか遠くの古いところとつながっている…人間の悠
久の歴史のようなものを感じさせてくれました．
１歳をすぎて，親の言うことをある程度理解できるよう
になり，少しは人間らしくなってきました．それでも，好
奇心のおもむくままにファスナーやボタンをいじくり回
し，パトカーのサイレンに嬉々として反応しています．好
奇心はこれもまた本能なのでしょう．本能的動物に親は振
り回されています．
好奇心を満たすために研究するということは人間にとっ
て正に本能的な行為なのでしょう，これを仕事とする有り
難い立場を授かりました．そして，プラズマ研究者であり
ながら私にとって未知の分野であったプラズマ・核融合学
会で仕事をするという機会にも恵まれ，関係の先生方に感
謝を申し上げます．産まれたころには誰もが持っていた好
奇心を大切にし，これからも面白いことを探求していきた
いと思います． （須田善行）
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